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●川崎市議会、市民館・図書館への指定管理者制度導入のための条例改正案を可決

川崎市の市民館、図書館に指定管理者制度を導入するための条例改正について、審議が十分

ではないので今議会では承認しないでほしいと、2 つの市民団体が陳情に取り組みました。

8 月 9 日から署名集めを開始し、陳情審査の 10 月 6 日まで 2 ヶ月足らずの期間でした。

川崎の文化と図書館を発展させる会の「市民館と図書館への指定管理者制度導入にかかわる条

例改正に関する陳情」には 1949 筆、社会教育を考える川崎の会の「市民館・図書館の指定管理

者制度導入の条例変更議案の継続審議を求める陳情」には 2127 筆という、たくさんの署名をい

ただきました。

本当にありがとうございました。

10 月 6 日川崎市議会の文教委員会で、「川崎市立図書館設置条例の一部を改正する条例

（案）」と「川崎市市民館条例の一部を改正する条例（案）」の審議と一緒に、2 つの陳情について

の審議が行われました。

市民館・図書館に指定管理者制度を導入する「条例改正」について、様々議論されましたが、教

育委員会は、実際には報告だけしか行わなかった社会教育委員会議、各専門部会でも、関係団

体への説明でも、「意見聴取をした。」と答弁しました。

指定管理導入について、他都市での問題については、「仕様書に書き込むことで対策する、しか

しその内容は、今は明らかにできない・」と、結局何もわからないままでした。

また、説明の段階では、経費削減は目的ではないとしながら、条例改正案には、その目的に「経

費縮減」が書き込まれています。



多くの問題点が審議を通して明らかになったにもかかわらず、川崎市は民間活力の推進方針を打

ち出していることから、自民、公明、みらい、維新の会派が賛成し、反対は、共産党の市古議員、

斎藤議員、無所属の三宅議員の少数となり、２つの条例改正案は委員会で可決されました。

2 つの陳情の取り扱いについては、条例改正案の可決を受けて、みなし不採択が多数となり、結

果不採択となりました。

その後、13 日の今議会最終日の本会議に、文教委員会から審議の結果が報告され、共産党 8
名と無所属の三宅議員以外、賛成多数で、市民館、図書館の条例改正は成立しました。

今回は、2025 年度から導入が予定されている、中原市民館、高津市民館と高津市民館・図書館

の分館である橘分館についてのみの条例改正となっています。

これまでの経緯についてのご報告と、今後についての集会を計画しています。

11 月 11 日(土)14：00～16：00　高津市民館　第 4 会議室　です。

この会は、ともに陳情を出した 2 つの会が主催、共催として開催します。チラシができ次第、改め

てご案内します。どうぞご参加いただきますよう、よろしくお願い致します。

 

川崎の文化と図書館を発展させる会

岡本正子

■川崎市議会第 4 回定例会（2023 年 9 月議会）を終えて　報告（その１）　　　　　　　　　

日本共産党市議団団長　宗田裕之

9 月 4 日から 10 月 13 日まで第 4 回川崎市議会定例会（9 月議会）が開催されました。日本共産

党は、2022 年度の決算について、市古次郎議員が代表質問、小堀しょうこ議員が決算審査特別

委員会の総括質疑、後藤まさみ議員が討論を行いました。

＜市税は過去最高、財政力は政令市トップ＞

2022 年度一般会計決算では、収支は 19 億円の黒字となり、財政力指数は、政令市トップを続け、

財政健全化指標はきわめて優良であることを示し、川崎市は政令市でトップクラスの財政力を持

つことを明らかにしました。

＜福祉は平均より低く、臨海部の不要不急事業には 80 億円＞

社会保障費である扶助費は、政令市平均を下回っており、福祉予算である民生費も 1 人当たりに

すると政令市平均よりも約２万円低い状況です。

一方、臨海部の大規模事業には、臨港道路東扇島水江町線整備 59 億円、コンテナターミナル整



備事業９億円など不要不急の事業に約 80 億円が支出されています。

「不要不急の大規模事業は直ちに中止・凍結し、地方自治体の本旨である福祉・くらし予算を増

額すべき」とただしました。

＜減債基金は他都市より 800 億円多い、物価高騰対策に活用を。＞

減債基金残高は 2532 億円となり、一人当たりの残高は政令市平均の 1.6 倍。他の政令市と比べ

て約 800 億円も多く、他都市と比べて明らかに多すぎる残高となっています。

今後、この豊かな財政力を、今最も求められている物価高騰対策や子育て支援、防災対策、高齢

者・障がい者福祉などに思い切って使うことを強く求めました。

※福田市長の答弁から（傍聴者のメモより作成。正確には市議会議事録にて）

・令和 4 年度決済について

　当初予算より市税が増収、保育所の利用児童数の増加が見込みを下回る、感染症の予防接種

者数が見込みを下回ったことで、最終的には収支不足とならなかった。

・減債基金の積み立てについて

世代間の公平を図るために、、計画的に行っている償還であり、残高の多寡にかかわらず、当然、

行うべきもの。

・財政運営について

社会保障や防災・減債対策、都市機能の充実など、だれ一人取り残さず、今後も持続可能な都

市でありつづけるための課題に的確に対応している。

※傍聴者の感想

福田市長や各局長の答弁は、質問にたいして、正面から答えようとするものとは、とても言えないと

感じました。

令和 4 年度当初は、239 億円の収支不足になるとして予算を組み、実際は、19 億円もの黒字。

250 億円以上もの「誤差」が出ている。

しかも、この数年同じような「誤差」を出しているとすれば、余ほど予測能力がないと言える。

やはり、市民要求に対し、財源不足と切り捨てるための偽装作戦ではないのか。市民に納得がい

く税金の使いかたを回答すべきです。



▲ お知らせコーナー

☆ 西加瀬巨大物流倉庫を考える第２回住民集会

　10/28(土)19 時から 20 時半 

　苅宿小学校 1 階特別教室

　どなたでも参加できます。初めての方もお待ちしています。

☆水害被災地ガイドツアー・学習会

　二子排水樋門、平瀬川下流域見学ツアー

　11/12(日)

　集合/9：30/二子新地駅東口・交番側（東急田園都市線・大井町線）

　解散/12:30/溝の口駅（予定）

　主催/台風 19 号多摩川水害訴訟原告団・弁護団/台風 19 号多摩川水害を考える川崎の会

　問合せ：fw547437@qa2.so-net.ne.jp 　（船津）

☆第 3 回川崎市政の未来をかたるつどい

　11/17(金)18 時半

　高津市民館大会議室

　入場無料

　主催：川崎民主市政をつくる会

　044-873-8655

　info@newkawasaki.jp

☆  生き合うための「非平和映像集」

　11/11～12/7　全て 14 時より 1 回

　川崎市平和館

　入場無料/要申込み・80 名まで

☆京浜協同劇団公演「獅子」

「獅子」三好十郎作/演出：護柔一

11/18～11/26：10 ステージ

一般：3000 円

学生・障がい者：1500 円



要申込み：申込み先

044-511-4951
keihinkyoudougekidan@nifty.com

☆劇団わが町第      13      回公演

「あしもとのいずみ」  2023

～陸軍登戸研究所をめぐる物語～

萩坂心一：作

ふじたあさや：潤色・演出

12/1～12/3：5 ステージ

一般：2700 円

学生：2200 円

小学生：1500 円

障がい者：2500 円

窓口：川崎市アートセンター

044-959-2255

問合せ：044-955-0107

☆  子どもの未来をひらく川崎集会

　12/3（日)10 時～16 時

　法政第二中・高等学校

　資料代　５００円（高校生以下無料）
　

★編集後記

　お知らせコーナーでも紹介した劇団わが町公演「あしもとのいずみ」が楽しみです。

陸軍登戸研究所については、法政二高の教諭だった渡辺賢二先生を中心にその歴史を掘り起こ

し、2010 年には明治大学平和教育登戸研究所資料館が生まれ、生物兵器を研究していた建物

が保存されるようになりました。

　研究所の解明に大きな役割を果たした川崎市の私立法政二高と長野県駒ヶ根市の県立赤穂高

校の生徒たちの役割は貴重です。法政の生徒は市民団体「中原平和教育学級」のメンバーらと研

究所の名簿を頼りにアンケートや聞き取り調査を始めますが、それまで固く口を閉ざしていた関係

者が生徒たちの純粋なまなざしの前に心を開いていったのです。

　渡辺賢二先生の勉強会に参加していた京浜協同劇団の和田庸子さんが舞台にしたいと意気込

んでいて、劇団わが町の萩坂心一さんが脚本を執筆しているとき、TOYKO ハンバーグの大西さ

んに市民劇に向けて書いて欲しいと妄想をめぐらせたことがありました。残念ながら和田庸子さん



が志半ばで他界。萩坂さんが作品を書き上げました。

この作品に注目したふじたあさやさんが脚本に磨きをかけ、公演が実現します。

　93 歳の母も「観たいからつれてって」と言います。今から楽しみです。（Y)　

　　　　　　

☆☆チェンジかわさき！☆☆

川崎民主市政をつくる会

〒211-0011 中原区下沼部 1880

お問い合わせ

mailmag@newkawasaki.jp

公式ホームページ

☆☆チェンジかわさき！☆☆

配信を希望されない方は以下をクリックしてください。

自動的に登録を解除します。

https://my922p.com/User/cancel_mail/fMwwpqj4/dHsUe6dnD5L2?mail=akagixxx%40yahoo.co.jp

 

誤って登録解除した場合、以下までご連絡ください

配信を再開いたします。

https://my922p.com/p/r/fMwwpqj4


